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平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ １ 日

殿

宮崎家畜保健衛生所長

病 性 診 断 成 績 書

平成２２年２月１５日に依頼のあった標記については、下記のとおりです。

記

検査目的
畜 主 名
住 所
畜 種
材 料
検査成績

、５ヵ月齢、１頭）
・ロ腔粘膜潰瘍１組織片、下痢便、血清

（：１）ＰＣＲ検査二・
ＢＶＤＶ（潰１嘉組織片、糞便、血清）
ＢＣＯＶ（下痢便）
ＰａｒａＰｏｘｖ（ｔ１１１釦組織片）

（．２）中和抗体検査
ＢＶＤ中和抗体価：６４

（３）ウイルス分離

・
一

一
・

陰性
陰性
陰性

ＭＤＢＫ-ｓＹ、ＢＦＭ、ＢＴ細胞を用いてｔｌ１１７瘍組織片、下痢便、血清を３代継代
血清、下痢便を接種した３代目のＢＦＭ細胞においてＣＰＥを確認‥
分離ウイルスは接種後２４・時間以内に円形のＣＰＥを示す
クロロホルム耐性、Ｑ．１μｍフィルターを透過
ＲＴ-ｐｃＲにより牛エンテロウイノレス特異遺伝子陽性

６ 考 察
血清及び糞便から牛エンテロウイルスと考えられるウイルスが分離されました。
このウイルスは下痢、呼吸器病、乳房炎などを示す牛から分離される一方、健康牛
からも分離されており、病原性は不明です。今回は血清中から分離されていること
から、ウイルス血症の状態にはあ９たものと考えられますが、下痢や口腔内潰瘍の
原因であるかどうかは不明であり、原因究明には至りませんでした。
今後ともロ蹄疫を疑う症例を確認された場合は、家畜保健衛生所への速やかな通
報をよろしくお願いします。
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